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森林のトピックス❶

我が社の魅力向上　～山興緑化有限会社～
　林業事業体の魅力をより一層向上させるため、「労働条件・就労環境の改善」「新規就業者確保の促進」「事
業拡大や収益性の向上」などに積極的に取り組む意欲ある林業事業体を県が魅力向上プログラムへ登録し、
官民一体となって取組を推進しています。今回は、「土から生まれたものは、土に返そう。」を理念に伐採だ
けでなく木材チップの生産やバーク（枝葉）の堆肥化に取り組む山興緑化有限会社をご紹介！

　森林の伐採と販売、木質チップやバーク堆肥の生産など幅広く事
業展開している会社です。
　社員は代表取締役を含め43名です。社員の平均年齢は42歳で若
い方も多くなっています。

●山興緑化とは

　伐採から木材の利用、その他の業務まで幅広く行うことが山興緑
化の強みです。今後も新しいことに挑戦して、他にはないような会
社を目指します。
　伐採現場には高性能林業機械も導入して、働きやすい職場を目指
しています。

●山興緑化の特長

会社紹介

伐採現場の職員にインタビュー

代表取締役　河村健司さん

常松克行さん　　行長風雅さん　　伊竹宏人さん

〇林業に就業したきっかけ
高校生の頃にテレビで林業の特集を見て興味を持ち
ました。重機を操作してみたいという思いもあり、
農林大学校へ進学しました。

〇仕事内容
主に重機を使っての伐採と造材をしていますが、山
興緑化は業務の幅が広く、様々な経験を積むことが
できます。

〇農林大学校について
農林大学校で学んだ知識と技術が、仕事を進めるう
えでの基盤になっています。

常松克行さん（24）

〇若手職員に期待すること
入社したばかりの頃と比べると成長してきました。まだ指示を待ってしまうこともあるので、自分が今、
何をするべきか考えて行動できる、意見が言える人材になってほしいと思います。

伊竹宏人さん（41）

〇山興緑化へ就職したきっかけ
企業説明会での話に興味をもったことと会社のある美郷町が移住者に手厚い支援をしていたことが決め手
になりました。

〇農林大学校について
給付金などの制度があり、お金の心配をせずに学ぶことができました。仕事に必要になる資格や免許が取
得できたので進学してよかったと思います。

行長風雅さん（26）
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事業紹介
　地域材の活用を中心に素材生産に取り組んでいます。伐採木は用途にあわせて選別・出
荷します。
　枝葉や根株も自社で利用することで、無駄なく伐採木を活用します。

　自社で伐採した木や買い取った木をチッパーで破砕して木質チップを
生産しています。木質チップは樹種によってバイオマス燃料用チップと製
紙用チップに分けて製造します。バイオマス発電などに使用される燃料用
チップは乾燥させることで水分量を減らして、燃焼しやすくしています。

このほかに産業廃棄物処理などにも取り組んでいます！

枝葉や根株などは破砕して堆肥や緑化基盤材として利用

　今後のさらなる事業拡大にあわせて、職員の増加、設備強化を
行っていきます！
　山林の伐採班も増やしていく予定ですのでともに働いてくれる
方をお持ちしています！

●今後の展開

山興緑化有限会社のこれから

山興緑化有限会社の詳細についてはこちらもご覧ください↑
https://sanko-ryokka.com/

代表取締役の「人と同じことをするのが嫌い」という言葉が印象的でした。
現場の職員さんは和気あいあいとした雰囲気で、農林大学校の後輩の入社を期待する声も聞かれました。
山興緑化有限会社の今後の活躍に期待です！

取材班

【伐採】 【用途別に仕分け】 【市場にも出荷】

【原料になる木】 【チッパーによって破砕】 【木質チップ】

伐 採

木質
バイオマスリサイクル

しまねの森林　NO.62　　3



　島根県では、「木を伐って、使って、植えて、育てる」
循環型林業を推進しており、その担い手である林業
就業者の確保に向けた取組みを強化しています。
　林業に興味がある方、林業への就業を考えている
方は、ぜひこのツアーにご参加ください。

公益社団法人　島根県林業公社（島根県林業労働力確保支援センター）
バスツアーへのお申し込み・お問い合わせについてはこちら

〒690-0876　島根県松江市黒田町432-1　TEL：0852–32–0253 / FAX：0852–21–4375
mail: shimane-roukakuc@forestry-shimane.or.jp 

【ツアー行程予定表（案）】
日時 行程内容

10/26
（木）

10:20 受付（浜田　いわみーる）
10:30 島根県・林業事業体からの情報提供

農林大学校林業科からの説明
12:00 昼食（各自対応　ゆうひパーク浜田）
13:30 チェーンソー操作体験（石央森林組合）
17:00 宿泊先着（益田市内）

10/27
（金）

7:55 宿泊先発
9:00 伐出作業見学（益田市内）

高性能林業機械操作体験
現場職員との意見交換会

12:00 昼食（益田市民学習センター研修室）
13:00 林業事業体からの情報提供

UI ターン者との意見交換
15:30 解散（ゆーひパーク浜田）

（夕食・飲食代は自己負担）
〇交通費助成あり（１名あたり上限２万円）

5,000円
参 加 費

10名（先着順）
募集人員

　〇林業に興味のある方、
　　林業への就業を検討している方
　〇県内参加者も宿泊となります

参加条件

１０月５日（木）
（定員になり次第受付終了）

募集締切

高校生～55歳
対象年齢

森林のトピックス❷

【予告】しまねの森で働こう！
第2回林業体験ツアー（西部地区）を実施します！

森林の中で働く人のお手伝いをします
１. 林業労働者の募集　　　　　２. 新規就労者及び雇用主に対する研修
３. 林業就業促進資金の貸付　　４. 林業雇用に関する情報の提供・相談その他の援助
５. 雇用改善のための啓発活動

島根県林業労働力確保支援センター（公益社団法人　島根県林業公社）
松江市黒田町432番地1（島根県土地改良会館3F）
TEL：0852-32-0253  FAX：0852-21-4375  E-mail：shimane-roukakuc@forestry-shimane.or.jp
URL：https：//woodjob-shimane.info/

実施日
令和５年
10月26日(木)～27日(金)

１泊２日
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森林のトピックス❸

【はじめに】
　島根県内の人工林から生産されるスギ丸太は、これまでは小・中径のものばかりでしたが、最近では直径
30cmを超える大径のものが増えてきています。しかし、大径丸太において歩留まりの良い木取りとされる
丸太の心を含まない心去り製材品（正角や平角）は、丸太の心を含む心持ち製材品に比べて強度が低いと工
務店や設計士等からの懸念が根強く、広く普及していません。このため、大径丸太は需要が少なく、低い市
場価格で取引されています。そこで、当センターでは大径丸太が高値で取引される製材品用丸太として利用
されることを目指して、様々な研究を行っています。ここでは、スギ大径丸太から製材した心去り平角の曲
げ強さについての研究を紹介します。

【研究内容と経過】
　県産スギ大径丸太を県内４流域（斐伊
川流域、江の川下流流域、高津川流域、
隠岐流域）より約30本ずつ収集し、丸太
１本から心去り平角２本を製材し（写真
１）、天然乾燥及び人工乾燥を行いまし
た。乾燥した心去り平角は寸法を調整し、
実大強度試験機により曲げ強さを測定し
ていきます（写真２）。

【今後の展望】
　島根県では、県産スギ心持ち平角の曲げ強さを基礎とし、『島根県産スギ横架材スパン表』という、住宅等
の建築におけるスギ心持ち平角の断面寸法を決定する早見表を発行しています。
　今後、当研究のデータを基にスギ心去り平角についてのスパン表を新たに作成し、心去り平角を住宅等の
建築へ利用するためのツールとして提供する予定です。

県産スギ大径丸太から製材した
心去り平角の曲げ強さについて

森林の
　　研究

中山間地域研究センター　農林技術部　木材利用科

写真１　心去り平角の製材 写真２　心去り平角の曲げ試験
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農林大学校特集号

　県では「木を伐って、使って、植えて、育てる」循環型林業の確立を目指しています。近年、森林
資源が利用期を迎え、原木生産量が増加している一方、現場では担い手が不足しており、人材の育成
が急務となっています。
　農林大学校林業科では将来の林業を担う優れた技術者を養成するため、林業に必要な資格の取得に
取り組むとともに、植林から伐採・利用までの実践を積み、林業の基本となる知識や技術を習得して
いきます。

　２年課程の定員増と早期養成コースの新設により学生数が増加したことから、効果的な実習を効率
よく実施するため、近年最新機械を新規・追加導入しました。　

近年導入した最新機械

　森林・林業に関する基本的な知識や技術を習得するとともに、労働
安全に関する各種の資格取得、実践を想定した実習や林業事業体での
インターンシップ等により、林業現場において即戦力となる人材を短
期間で養成します。令和２年10月に新設したコースです。

【教育科目】
　林業入門、測樹、測量、伐木技術、森林路網など16科目

１年課程（早期養成コース）

　林業機械等を使用した木材の伐採・搬出、労働安全に関する資
格などを実習主体のカリキュラムによって習得します。令和２年
度から１学年あたり10名だった定員を20名に拡大しました。

【教育科目】
　林業入門、測樹、測量、伐木技術、森林路網のほか林業経理、
森林ＧＩＳなど34科目

２年課程

農林大学校林業科を紹介します！
島根県立農林大学校　林業科

フォワーダ スイングヤーダ 伐倒練習機 ハーベスタ
シミュレーター（VR）
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　　林業科では森林の管理や利活用など実習に重きを置いたカリキュラムにより、
技術の習得に励んでいます。その中の一部を紹介します。

農林大学校林業科での
実習の様子をご紹介します！

・農林大学校林業科の紹介動画
「かまいたちの林でバトル！！」ほか
https://www.shimane-forestry.jp/

日々の授業・実習等の様子はFacebookで
紹介しています。ぜひご覧ください！
https://www.facebook.com/
shimane.norindaigakko

育苗（苗畑づくり）

刈払機を使った下刈り 枝打ち

植栽

育苗・植栽・保育

地上レーザー計測 バックホーによる
作業道開設

ドローンを使った航空測量 デジタルコンパス測量

測量・測樹・作業道開設

スキー・スノボ

農大祭

野外活動

ＶＲでの伐採・造材 ハーベスタ造材

伐採・造材・集材・運材

立木チェーンソー伐採

スイングヤーダでの
簡易架線集材 架線集材 フォワーダ運材

農林大学校特集号
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Question
①林業に興味を持ったきっかけは何ですか？
②県立農林大学校での一番の学びは何ですか？
③どのような仕事をしていますか？
　また、今後はどのような仕事をしたいですか？
④職場環境はどうですか？

①幼いころから自然と触れ合うこと
が好きで、自然に関わることができ
る職業を探したところ林業という職
種を知りました。
②現場で即役立つ多くの資格、技術、
知識を学べます。また、林業という
仕事に特化して学べるので、就職し
ても多様な面で助かっています。
③伐倒、造材、搬出を主に行ってい
ます。それぞれが異なる知識や技術
を要するため、少しでも早く習得し、
いわゆる職人という様な仕事をした
いです。
④まだ就職して間も
ないですが、先輩た
ちに優しく教えても
らいながら働けてい
るので、毎日がとて
も充実しています。

（農大OBのF先輩に
感謝！）

濱田　宙大（20才）
林業経験 ：２ヶ月
勤務先 ：スサチップ工業㈱

①祖父がよく草刈りなどで手入れしてい
た山がありましたが、祖父が体調を崩し
てからは作業が出来なくなり、自分に何
か出来ることがないかと考えた時に林業
という職業が思い浮かび、自分自身自然
が好きで自然の中で働きたいという気持
ちもあったので、思いきって林業の道に
進むことを決めました。
②一番というのは難しいですが、やはり
重機やチェンソーの扱いを学べたことは
とても良かったと思います。
③今は間伐班に所属し色々な現場に行
き、チェンソーや刈払機を使う作業をし
ています。造林班が忙し
い時などは造林の仕事も
しています。
④働きやすい職場だと感
じています。先輩方もと
ても優しい人達ばかりで
楽しく仕事が出来ている
と思います。

工藤　涼太（25才）
林業経験 ：２ヶ月
勤務先 ：㈱美都森林

①高校は商業を学んでいたので、林業を学ぶ
機会はありませんでしたが、農林大学校での
様々な実習を通して徐々に興味を持ちました。
②一緒に実習（現場作業）を行う同級生との
チームワークを高める事です。お互いが意見
を出し合いより円滑に進めるためには、チー
ムワーク・協調性が高いかどうかが重要です。
それぞれの意見を尊重し、高め合って欲しい
なと思います。
③森林整備課森林育成係の技術員として、下
刈や苗の植え付けなど主に育成に係る仕事を
行っています。今は、目の前にある任された
作業を、先輩たちのように当たり前にこなせ
るようになることがまずは一番だと思ってい
ます。
④入組㈳したばかりの私に温か
い言葉をかけて頂いたり、分か
らない事を丁寧に教えて下さる
先輩が多く、毎日働きやすい環
境で仕事が出来ています。そう
いった事が日々のモチベーショ
ンアップにもなっています！

飯塚　翔梧（20才）
林業経験 ：２ヶ月
勤務先 ：大田市森林組合

私が農林大学校を選んだのは、林
業を学ぶための充実した設備が
あるからです。実際に体験しなが
ら学ぶにことができ、その傍ら、
必要な資格も取ることができま
す。林業を学ぶには最適です。

農林大学校では、毎日授業や実
習を通じて多くの体験をし、知
識や技術を身に付けることがで
きます。農林大学校の２年間で
学んだことや身に付けたことを
活かして、現場で活躍できる林
業従事者になりたいと思います。

地元が田舎で、昔から山に興味
がありました。入学理由として、
一番大きいのは、給付金がある
ということです。まずは応用よ
り基礎的な技術を身に付けたい
です。身の安全を第一に生活し
て、地元の林業の柱になります。

林業科では実習を通じてコミュ
ニケーションやチームワークを
育むこととができ、資格もたく
さん取得することができるので、
将来の役に立ちます。ぜひ農大
に入学して一緒に学びましょう。

私は小さいころから自然が好きで、そん
な自然を手入れする力を身に付けるため
に林業を学び始めました。将来は自然
保護を目的として林業に携わり、そのほ
かにも自分が好きなものを守っていくた
めに色々な挑戦を続けていきます。

私は在学中に自分で考えて行動
していきたいと思います。１年後
には就職するので、今何をしな
ければいけないのか、何をする
べきなのか実習の中で意識しな
がら生活をしていきたいです。

森林や木材に興味があっ
て林業を志しました。数
十年後に結果が出る仕
事です。山の現場はき
つい時もありますが、そ
れを超える爽快感と充
実感があります。まだ今
ははるかかなたの夢です
が、知識技術を身に付
け将来は山を自分で育
てたいと思っています。

林業に興味を持ったきっかけは高
校の授業で林業体験をして林業
の楽しさや奥深さ、やりがい、抱
えている問題など様々なことを学
んだことです。次世代へ受け継い
でいけるように林業の良さを伝え
ていけるようにしたいです。

在校生＆卒業生からのメッセージ
農林大学校林業科

２ 年 生

１ 年 生

早 期 養 成 コ ー ス

卒業後、様々な森林作業現場で活躍する３名の方を紹介します。

農林大学校特集号
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◎緑の青年就業準備給付金
給付額：年間最大142万円
給付要件

①林業への就業予定年齢が45歳未満で、卒業後に林業へ就業する
②農林大学校の学生
③常用雇用の雇用契約を締結していない
④原則として生活費の確保を目的とした他の給付金を受けていない
＊卒業後、林業に１年以内に就業しなかった場合等、返還が必要です

◎林業就業促進資金（無利子の貸付金）
貸付限度額
600,000円／年（50,000円／月）
貸付内容
授業料・寮費・資格取得経費等の、農
林大学校で修学するために必要な経費
に対して支給

＊県内の認定事業体で５年以上継続して
就業すれば、償還が免除されます

詳しくは農林大学校
ホームページから
学生募集要項・学校要覧等を
ご覧ください 

◆募集人員及び修業年限等 
修業年限 募集人員

２年 20人

◆主な修学等経費 
入学検定料 入 学 料 授 業 料 教材費・資格取得費用等 寮費（家賃）
2,200円 5,650円 9,900円/月 45万円程度/2年 9,000円/月

◆入学試験の区分等 
試験区分 願書受付 試 験 日 合格発表

学校長推薦入試
出身指定学校長推薦
出身学校長推薦Ａ・Ｂ

R５年　９　月27日(水)～10月11日(水) 11月　１　日(水)
（出身学校長推薦Ａ・Ｂのみ） 11月22日(水)

一般入試
前期 R６年　１　月　５　日(金) ～１月25日(木) 　2　月13日(火) 　２　月26日(月)

後期 R６年　２　月27日(火)～　３　月　５　日(火) 　３　月19日(火) 　３　月25日(月)

地域推薦入試 ※
第１回：R５年９月27日(水)～10月11日(水)
第２回：R６年１月　５　日(金)～　１　月25日(木)
第３回：R６年２月27日(水)～　３　月　５　日(火)

第１回　11月　１　日（水）
第２回　　２　月13日（火）
第３回　　３　月19日（火）

第１回　11月22日（水）
第２回　　２　月26日（月）
第３回　　３　月25日（月）

試験場所 島根県立農林大学校 大田本校 （大田市波根町970-1）
 ※印 ： 農業再生協議会・林業認定事業体・流域林業活性化センターの推薦 

令和6年度　島根県立農林大学校林業科学生募集
いざ来たれ！ 森林・林業の未来を切り拓く挑戦者たち

農林大学校
入試情報

学生支援 学生が安心して講義や実習を受けるために給付金や無利子の貸付金が利用できます。

日時：令和５年７月25日（火）・29日（土）・８月１日（火）
　　　　10：00～14：00
場所：島根県立農林大学校　飯南キャンパス

オープンキャンパス

循環型林業の実現のため、人材養成の重要性がより高まっています。
島根県立農林大学校林業科への入学や研修生の派遣についてぜひご検討ください。

オープンキャンパス・
学生募集の詳細に
つきましては、
島根県立農林大学校
 教育スタッフ

［教務担当］まで
お問い合わせください 

（電話 0854-85-7012）

農林大学校特集号
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◆ 秋の等検境縦走
【集合】雲南市吉田総合センター駐車場　8：30

10月14日 土

◆ 丸太で椅子作り
【集合】県民の森木工室　10：00

8月20日 日

島根県立ふるさと森林公園 
学習展示館
TEL　0852－66－3586

（各開催日の１ヶ月前より受付）
※新型コロナウイルス感染症の状況により、変更が生じる

場合があります。

申し込み先

県民の森へ行こう!
県民の森では登山、木工教室等各種イベントを
開催しています。
自然や森とのふれあいの楽しさ、木の温もりを
感じてください。

INFORMATION

◆ 紅葉の森の散策と、
竹だらけのアウトドアー体験

【集合】県民の森木工室　10：00

11月23日 祝 木

仁多郡奥出雲町特産「きのこの女王」

株式会社　舞茸奥出雲

奥出雲舞茸

島根県仁多郡奥出雲町八川889-2
TEL 0854-52-0017　FAX 52-3370

◆ 大パノラマ 紅葉の琴引山縦走
【集合】中山間地域研究センター駐車場　8：30

11月11日 土

◆ 紅葉の指谷山ブナ林縦走
【集合】県民の森木工室　8：30

10月28日 土

◆ 秋の大万木山登山
【集合】道の駅頓原向かいの駐車場　8：30

10月21日 土

８月～11月のイベント情報

島根県松江市東出雲町錦浜583-10
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島根県建築士会

しまね木造塾
建築設計事務所　飴屋工房（安来市）
蔵本総建コンサルタント（松江市）
コクーン設計舎（松江市）
田中まさこ建築設計室（松江市）

ナガセミキ建築設計事務所（松江市）
宇田川孝浩建築設計事務所（奥出雲町）
村上建築設計事務所（雲南市）
宇佐美建築設計室（出雲市）

㈲渡邊建築工房（大田市）
中村建築設計事務所（邑南町）
福間優子建築設計事務所（美郷町）
一級建築士　福田　勝（益田市）

県産材の利活用おうえん隊
　　　　　　コアスタッフ一同

INFORMATION

■ 募集テーマ　「しまねの森林と木材」
島根県の「伐って・使って・植えて・育てる」循環型林業
を象徴する風景、県民参加による森づくり、森と人とのふ
れあい、県産木材を使った建築物や木材製品、木材と人と
のふれあいなど、あなたが見つけた「しまねの森林」や「木
材の魅力」を写真に撮ってご応募ください。

■ 応募作品
１人５点までご応募いただけます。ただし、島根県内で撮
影した未発表のものに限ります。

（組写真不可、デジタル写真可、合成等のデータ処理は不可）
■ 写真サイズ

２Ｌサイズ～Ａ３サイズとします。（台紙貼り付け不可）
■ 応募方法

必要事項を記入した応募用紙を作品の裏側にセロハンテー
プでとめてご応募下さい。

■ 応募締切
　令和５年７月31日（月）　当日消印有効

『しまねの森林』
フォトコンテスト募集要項2023

2023しまねの森林フォトコンテスト 検索

■ 応募・お問い合わせ先
「しまねの森林」発行委員会事務局
〒690-8501　島根県松江市殿町１番地
　　　　　　　島根県林業課林政企画グループ
　　　　　　　TEL 0852-22-5170

■ 表彰
最優秀賞　　　　１点（賞状・賞金３万円）
優 秀 賞　　　　２点（賞状・賞金１万円）
審査委員特別賞　１点（賞状・図書カード５千円）
入　　選　　　　４点（賞状・図書カード５千円）
※一応募者につき受賞は一点とします。

■ 審査・発表
主催者が委嘱する審査委員会において選考、決定し
ます。入賞作品は林業課HP及び森林・林業総合情報
誌「しまねの森林」No63（令和５年12月発行予定）
の誌面に掲載のうえ発表します。また、入賞者には
直接通知します。

☆こちらの募集要項は、島根県農林水産部林業課ＨＰから印刷できます☆

2023「しまねの森林」フォトコンテスト　応募用紙
フリガナ フリガナ

作　　品
タイトル 氏　　名

電話番号 年　　齢 才 撮影場所

住　　所
〒 撮 影 日 年　　　　　　月　　　　　　日

返却希望 有　　　・　　　無

※返却希望の場合は返信用封筒（切手、宛名明記）必須

■ 応募上の注意
◆人物を被写体とする場合、応募に際しては必ず本人の承諾を得

て下さい。
◆応募作品の著作権（著作権法第27条及び28条を含む）は主催者

に帰属します。また、入賞作品及び別途提供を依頼する作品に
ついては使用した画像データ（CD-Rなどのメディア）を提出し
て頂きます。

◆応募作品は原則として返却しませんが、返信用封筒（切手貼付、
宛名明記）同封の返却希望者には、審査終了後返却します。（入
賞作品は返却しません）

◆入賞作品及び本委員会が別途提供を依頼した作品は各種広報に
使用します。

◆入賞者の氏名を公表しますが、それ以外の応募用紙に記載され
た個人情報は、当コンテストにのみ使用し、その他の目的には
一切使用しません。

◆撮影場所の住所や山の名前が不明で記入が困難な場合、島根県
内であるとわかる情報を記入してください。

　（（例）○○神社参道、○○滝、（県内イベント名 ) 開催中撮影、建
物の名前など。）

◆県外で撮影した写真と判明した場合、入賞を取り消します。
■ 主催　「しまねの森林」発行委員会

TEL（086）222-0724

締切間近！！
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島根県の森林・林業に関する広報 発行日：令和５年７月

りも森林・林業総合情報誌

No.62
令和５年７月
通巻302号

S H I M A N E 　 n o 　 M O R I

林　業　課   https://www.pref.shimane.lg.jp/ringyo/ 
森林整備課   https://www.pref.shimane.lg.jp/shinrinseibi/

発　行：「しまねの森林」発行委員会
　　　　島根県・島根県森林組合連合会・島根県林業改良普及協会・島根県森林協会
　　　　島根県緑化推進委員会・島根県林業公社・島根県木材協会・島根県猟友会
　　　　国立研究開発法人森林研究・整備機構森林整備センター松江水源林整備事務所
協　力：島根県農林水産部林業課経営企画係

林業普及リポート・農林大リポート

現地フラッシュ

東部農林水産振興センター
https://www.pref.shimane.lg.jp/industry/norin/

kikan/toubu_norin/ringyo/blog_cms/

苗畑巡回指導を
　　　実施しました！

と　き：令和５年６月23日（金）
ところ：松江市東出雲町

松江

西部農林水産振興センター県央事務所
https://www.pref.shimane.lg.jp/industry/norin/

kikan/seibu_norin/trend/topix.html

特定外来生物講習会を
開催しました！

と　き：令和５年４月４日（火）
ところ：邑南町山田　出羽公民館

県央

隠岐支庁農林水産局
URL： https://blog.goo.ne.jp/f-oki_001

中山間地域研究センターと
連携した木材乾燥指導

と　き：令和５年４月～継続中
ところ：ウッドヒル隠岐（隠岐の島町原田）

隠岐

県庁林業課

「林業公社収穫事業の
　企画提案」研修を実施

と　き：令和５年４月17日（月）～18日（火）
ところ：大田市内

広域

東部農林水産振興センター出雲事務所
https://blog.goo.ne.jp/f-izumo

しまね循環型林業入門による
林業学習＆農林大林業科PR

と　き：令和５年５月22日（月）
ところ：出雲西高校

出雲

西部農林水産振興センター益田事務所
https://www.pref.shimane.lg.jp/industry/norin/

kikan/seibu_norin/trend/topix.html

早生樹コウヨウザン植栽地の
現地調査を行いました！

と　き：令和５年６月13日（火）
ところ：益田市美都町宇津川

益田

東部農林水産振興センター雲南事務所
https://blog.goo.ne.jp/f-kisuki

ニホンジカ被害対策の
現地研修を実施しました！

と　き：令和５年５月24日（水）
ところ：出雲市西林木町、大社町遙堪

雲南

西部農林水産振興センター

いわみ中央乾椎茸品評会が
開催されました！

と　き：令和５年５月23日（火）～24日（水）
ところ：JAしまね　いわみ中央支店　ふれあいホール

浜田

島根県立農林大学校
https://www.shimane-forestry.jp/

林業架線実習（フォーリング
ブロック式）を実施

と　き：令和５年５月８日（月）～12日（金）
ところ：林業公社造林地（大田市山口町地内）

農林大


